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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 機械工業 連合会 (JMF) から， ェ 
業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 制定すべき との 申出が あ り ， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 厚生 
労働大臣 大臣 及び 経済 産業 大臣が 制定 し た 日本工業規格 である。 

制定に 当たって は， 日本工業規格と 国際規格との 対比， 国際規格に 一致した 日本工業規格の 作成 及び 日 
本 工業規格 を 基礎に し た 国際規格 原案の 提案 を 容易 にす るた め に， IEC 60204-3 1:2001, Safety of machinery - 
Electrical equipment of machines ― Part3 1 : Particular safetv and EMC requirements for sewing machines, units and 
systems を 基礎と して 用いた。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある こ と に 注意 を 喚起す る。 厚生 労働大臣 及び 経済 産業 大臣 並びに 
曰 本 工業 標準 調査 会 は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 
出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 
JISB9960-31 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 

附属 書 AA (規定） 電磁 両立 性に 対する 要求 事項 
附属 書 BB (参考） 文献 
附属 書 1 (参考） 関連 規格 対照 表 
JISB9960 の 規格 群に は， 次に 示す 部 編成が ある。 
JIS B 9960-1 第 1 部 ： 一般 要求 事項 

JIS B 9960-11 第 1 1 部： 交流 1 000 V 又は 直流 1 500 V を 超え 36 kV 以下の 高電圧 装置に 対する 要求 事 

項 

JIS B 9960-31 第 31 部 ： 縫製 機械， 縫製 ュニッ ト 及び 縫製 システムの 安全性と EMC に対する 要求 事 
項 

JIS B 9960-32 第 32 部 ： 巻 上 機械に 対する 要求 事項 
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機械 類の 安全性 一 機械の 電気装置 一 

第 31 部： 縫製 機械， 縫製 ユニット 及び 
縫製 システムの 安全性と EMC に対する 要求 事項 

Safety of machinery— Electrical equipment of machines- 
Part 31 Particular safety and EMC requirements for sewing machines, units 

and systems 

序文 この 規格 は， 2001 年に 第 3 版と して 発行され た IEC 60204-31:2001, Safety of machinery -Electrical 
eauioment oi machines— Part 3 1 Particular safety and EMC requirements for sewing machines, units and systems ^ 
翻訳し， 技術的 内容 及び 規格 票の 様式 を 変更す る ことなく 作成した 日本工業規格 である。 

なお， この 規格で 側線 又は 点線の 下線 を 施して ある "参考" は， 原 国際規格に はない 事項で ある。 
この 規格 は， 1EC 60204-1:1992 (産業機械の 電気装置 一 第 〖 部 ： 一般 要求 事項） と ともに 用いられる こ 
と を 意図して いる。 

この 規格 は， IEC 60204-1:1992 の 対応す る 条項 を 補足し， 又は 変更して， 縫製 機械， 縫製 ユニット 及び 
縫製 システムの 電気装置 に対する 要求 事項 を 規定す る ものである。 

この 規格の 附属 書 AA， 附属 書 BB は， 1EC 60204-1:1992 の 附属 書に 対して 追加され る ものである。 
#^i.v...JEC602pA-l.|_i ^ 

60204-l.O.l?97_^^T 

f き (おさ B ^ゆ 二 l 丄 おお! き 11 厲 晝丄ズ 参考.)…^ 
み..…； Q 星 格 9 厚-国際 愚 格. _(l^C__《Q?_Q4:?-l-:- は? -れ」 も… え 二 圧 

5—。 …附属 晝旦 I ズ 参考〗」 屯 き 考情靈 1 はえ 摸 f ます 附晨晝 _lJ_ff_U^^ 

も 9— であ-^— 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 特に 縫製 産業 用に 設計され た 縫製 機械， 縫製 ユニット 及び 縫製 システムの 電 
気 装置 又は 電子 装置に 適用す る。 

この 規格で 扱う 装置の 範囲 は， 機械の 電気装置への 源 接続 点から 始まる ものと する （5.1 参照）。 この 
規格 は， 交流 1 000 V 又は 直流 1 500 V を 超えない 公称 電源 電圧で， 200 Hz を 超えない 公称 周波数で 使用 
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する 電気装置， 及び 電気装置の 部分に 適用す る。 

この 規格 は， 電気 以外の 危険 源から 人 を 守る ために 必要な 要求 事項 （例： カード， インタ ロック， 制御） 
及び 他の 規格で 規定して いる 要求 事項の すべて を 扱う もので はない。 

この 規格 は， ァ バレル 産業の 縫製 現場の よう に 乾いた 清潔な 場所に 設置して， 乾いた 縫製 材料 を 加工す 
る 縫製 ュニッ ト 及び システムに 適用す る。 縫製 ュニッ ト 及び システム を 乾いた 清潔な 場所 以外で 使用す る 
とき は， より 厳密な 対策が 必要と なる ことがある。 

備考 1. 家庭 用 及び 類似 用途の 縫製 機械に 対する 要求 事項に ついては， IEC 60335-2-28(JIS C 
93 お- 2-28) を 参照す る。 
2. この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 は， ISO/IEC Guide 21 に 基づき， IDT (—致して いる）， MOD 
(修正して いる）， NEQ (同等で ない） とする。 
1EC 60204-31:2001， Safety of machinery — Electrical eauioment of machines — Part 3 1 :Particular 
safety and EMC requirements for sewing machines, units and systems (IDT) 

2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す 
る。 これらの 引用 規格のう ちで， 発効 年 又は 発行 年 を 付して ある もの は， 記載の 版 だけが この 規格の 規定 
を 構成す る ものであって， その後の 改正 版， 追 補に は 適用し ない。 

JIS C 0364-4-41:1997 建築 電気 設備 第 4 部： 安全 保護 第 41 章： 感電 保護 

備考 IEC 60364-4-41:1992, Electrical installation of buildings — Part 4 : Protection for safety - Chapter 
41 : Protection against electric shock が、 こ の 規格 と 一致 している。 
JISC 0704:1995 制御機 器の 絶綠 距離， 絶縁抵抗 及び 耐 電圧 

1/1% IEC 60664-1:1992, Insulation coordination for equipment within low-voltage systems — Part 1 : 
Principles, requirements and tests か らの 引用 事項 は， この 規格の 該当 事項 と 同等で ある。 
JISC 0920:1993 電気 機械 器具の 防水 試験 及び 固形物の 侵入に 対する 保護 等級 

備考 IEC 60592:1989, Degrees of protection provided by enclosures (TP code) が， こ の 規格 と 一致 し て 
いる。 

JISC 4203: 1983 一般 用 単相 誘導電動機 

Vm-k IEC 60072-1:1991, Dimension and output series oi rotating electrical machines — Part 1 : Frame 
numbers 56 to 400 and flange numbers 55 to 1 080 から の 引用 事項 は， こ の 規格の 該当 事項 と 同 

等で ある。 

JIS C 4210:1983 一般 用 低圧 三相 か ご 形 誘導電動機 

Vm^ 1EC 60072-2:1991， Dimension and output series or rotating electrical machines — Part 2 : Frame 
numbers 355 to 1 000 and flange numbers 1 180 to 2 360 か らの 引用 事項 は， こ の 規格の 該当 事項 

と 同等で ある。 

JIS C 4526-1:1999 機器 用スィ ツチ 一 第 1 部 ： 一般 要求 事項 

備考 IEC 61058-1:1996, Switches for appliances -Part 1: General requirements からの 引用 事項 は， こ 
の 規格の 該当 事項 と 同等で あ る 。 
JIS C 8201-3:2001 低圧 開閉 装置 及び 制御装置— 第 3 部： 開閉器， 断路 器， 断路 用 開閉器 及び ヒ ユー 
ズ組 ュニッ ト 

ll 用ち IEi 6094/ -3 :1990, Low voltage switchgear and control gear— Part 3 : Switches, disconnectors and 
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fuse-combination units か らの 引用 事項 は， こ の 規格の 該当 事項 と 同等で ある。 
JIS C 8201-4-1:1999 低圧 開閉 装置 及び 制御装置— 第 4 部 ： 接続 器 及び モー タス 夕 一夕-第 1 節 ： 電 
気 機械 式 接触 器 及び モ 一 タス ター タ 
も 用 4 iEC 60947-4-1 ： 1 990, Low voltage switchgear and controlgear— Part 4 : Contactors and motor- starters 
-Section One : Electrotechnical contactors and motor-starters か らの 引用 事項 は， こ の 規格の 該 
当事 項と 同等で ある。 
JISC 9742:2000 絶縁 変圧器 及び 安全 絶縁 変圧器 一 要求 事項 

ii 用^ 4 IEC 60742:1983 Isolating transformers and safety isolating transformers. Requirements 力、 らの引 
用事 項 は， この 規格の 該当 事項と 同等で ある。 
JIS C 60721-3-3:1997 環境 条件の 分類 環境 パラメータ とその 厳しさの グループ 別 分類 屋内 固定 
使用の 条件 

涵*# IEC 60721-3-3:, classincation of environmental conditions - Part 3 : Classincation or groups or 
environmental parameters and their severities ― Section 3 : Stationary use at weather-protected 
locations 力く この 夫 見 格と 一致して いる。 
JIS C 61000-4-2:1999 電磁 両立 性 一 第 4 部 ： 試験 及び 測定 技術 一 第 2 節 ： 静電気 放電 ィ ミュニ ティ 試 

験 

D 用^ # IEC 61000-4-2:1995 Electromagnetic compatibility (EMC) ― Part 4 ： Testing and measurement 
techniques ― Section 2 : Electrostatic discharge immunity test. Basic EMC publication カミ， し の 規格 

と 一致して いる。 

JIS C 61000-4-3:1997 電磁 両立 性 一 第 4 部 ： 試験 及び 測定 技術 一 第 3 節 ： 放射 無線周波 電磁 界ィ ミ ュ 
二 ティ 試験 

備考 IEC 61000-4-3:1995, Electromagnetic compatibility (EMC) — Part 4 : Testing and measurement 
techniques ― Section 3 : Radiated radio-frequency, electromagnetic immunity test カミ， し の 規格と 

一致して いる。 

JISC 61000-4-4:1999 電磁 両立 性 一 第 4 部 ： 試験 及び 測定 技術 一 第 4 節 ： 電気 的フ ァ スト トラ ンジヱ 
ント /バースト イミ ュニ ティ 試験 
H 用- 考 IEC 61000-4-4:1995, Electromagnetic compatibility (EMC) — Part 4 : Testing and measurement 
techniques ― Section 4 : Electrical fast transient/burst immunity test. Basic EMC Publication からの 
引用 事項 は， この 規格の 該当 事項と 同等で ある。 
JIS C 61000-4-6:1999 電磁 両立 性— 第 4 部 ： 試験 及び 測定 技術— 第 6 節 ： 無線周波 電 磁界に よって 誘 
導され た 伝導 妨害に 対する ィ ミュニ ティ 

考 IEC 61000-4-6:1996, Electromagnetic compatioility (EMC) — Part 6 : Testing and measurement 
techniques ― Section 6 : Immunity to conducted disturbances, induced by radio-frequency fields か ら 
の 引用 事項 は， この 規格の 該当 事項と 同等で ある。 
IEC 60034-1:1997, Rotating electrical machines — Part 1 : Rating and performance 

備考 JISC 4034-1:1999 回転 電気 機械— 第 1 部： 定格 及び 定性 力、 この 規格に 基づいて いるが， 
同等で はない。 

IEC 60204-1 ： 1 992， Electrical equipment of industrial machines ― Part 1 : General requirements 
ISO 4915:1991, Textiles — Stitch types ― Classification and terminology 
ISO 4916: 1991, Textiles 一 Seam types ― Classification and terminology 
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CISPR 11 ： 1999， Ed.3.1, Industrial, scientific and medical (ISM) radio frequency equipment — Electromagnetic 

disturbance characteristics ― Limits and methods of measurement 
ENV 50204: 1 995 Radiated electromagnetic field from digital radio telephones ― Immunity test 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， 1EC 60204-1:1992 による ほ 力、， 次に よる。 

3.101 縫製 機械 (sewing machine) 1 本 以上の ミ シン 糸で 一つ 以上の ス テツ チ 形式 （ISO 4915 を 参照） を 形 

成す るよう に 設計され た 機械。 シーム 形成 （IS04916 参照） をす る 機械の 場合， 縫製 機械 は 一つ 以上の 縫 
製 機能 を 実行す る ことができる。 

備考 以前 は， " ミ シ ン 頭部 (sewing machine head)" という 用語；^ "縫製 機械 (sewing machine)" の 代わ 
りに 用いられ ていた。 したがって， この 規格で いう 縫製 機械 は ミシン 頭部の 意味で ある。 
3.102 ミシン テーブル (sewing machine stand) 縫製 機械 を 載せる テーブルであって， 縫製 機械が 最良の 作 
動 をす るよう に 縫製 機械 を 配置で きる よ う 設計され た も の。 

3.103 縫製 機械 ドライブ （sewing machine drive) 縫製 機械 を 駆動す る （例えば， 電動機の ような） 装置 
であって， 位置 決め 装置 (positioning device) の 有無， ミ シ ン 機能 (machine function) の 制御の 有無に かかわ ら 
ず， 電気 的 及び/又は 機械的 手段に よって 速度 制御が なされる もの。 

3.104 縫製 ュニッ ト (sewing unit) 少な ぐ と も， 縫製 機械， ミ シン テーブル 及び 縫製 機械 ドライブから 構成 
される 装置。 縫製 機械 又は 縫製 ユニットに 組み込まれ， 及び/又は 取り付けられた 一つ 又は 複数の 機器 
(devices) は， 例えば， 素材の 縫製， 切断， 送り （feeding) など を 行うた めに， 縫製 機械 そのものと 同様， オペ 
レー 夕に よって， 又は 自動的に 制御され る。 

3.105 縫製 システム (sewing system) 二つ 以上の 縫製 ュニッ ト 又は 縫製 ュニッ トの 部分 (parts) から 成り， 機 

能 的に 連携され た 装置。 

4. 一般 要求 事項 IEC 60204-1:1992 の 4. による ほ 力、， 次に よる。 

4.4.1 電磁 両立 性 （EMC) IEC 60204-1:1992 の 4.4.1 は 適用 しない。 附属 書 AA による。 

4.4.3 湿度 IEC 60204-1:1992 の 4.4.3 による。 ただし， 最初の 段落に 替えて 次の 規定 を 適用す る。 

電気装置 は， JIS C 60721-3-3 に 規定す る クラス 3K3 の 湿度 条件で 運転で きる も のでなければ な ら ない。 

5. 入力 電源 導体 接続 及び 電源 断路 用 並びに 開 路用 機器 IEC 60204-1:1992 の 5. による ほ 力、， 次に よる。 

参考- --導 佳-しめ-ま. し レス ケ 二？: んヒ え袁 * す. お-場-合 によ— 2 ^注 
5.1 入力 電源 導体 接続 IEC60204-1:1992 の 5.1 による ほ 力、 次に よる。 

第 1 段落の 最初の 文に 続いて 次の 規定 を 付け加える。 

一つの 縫製 ュニッ トに 複数の 入力 電源 接続 を 行って はならない。 

二つ 以上の 縫製 ュニッ 卜から 成る 縫製 システム は， 縫製 ユニット ごとに 独立に 入力 電源 接続 を 行っても 
よいが， 一つの 縫製 ユニットの 故障が 危険 源 を 生む 恐れが ある 場合 は， この 縫製 システムの 入力 電源 接続 
は 一つと しなければ ならない。 

さ ら に， 第 3 段落の 最初の 文 を 次に 置き換える。 

中性 点 用 導体 を 用いても よい o 
5.3 電源 断路 機器 

5.3.1 一般 事項 1EC 60204-1:1992 の 5.3.1 による ほ 力、， 次に よる。 

縫製 ュニッ トを 制御システム によって 相互に 接続して 縫製 システム を 形成す る 場合 は， システムの 電源 
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断路 器 は 一つ だけと する。 

5.3.2 種類 IEC 60204-1:1992 の 5.3.1 による ほ 力、， 次に よる。 

項目 d) に 次の 規定 を 追加す る。 

ホールド 'ッゥ • ラン 装置 (例えば， ペダル) を 介して 始動 及び 停止 を 行う 縫製 ュニッ ト 及び システムに 
おいて は， 使用 種別 AC-3 又は DC-3 に対して JISC 8201-3 による 遮断 スィ ツチ， 又は JISC4526- 1 による 
組 込 スィッチ を 用いなければ ならない。 
5.3.3 要求 事項 

533.1 一般 事項 1EC 60204-1:1992 の 5.3.3.1 に よ る ほか， 次に よる。 

5.3.2d) の 場合に は， IEC 60204-1:1992 の 5.3.3.1 の 要求 事項 は 適用し ない。 
5.3.4 操作 八ン ドル IEC 60204-1:1992 の 5.3.4 による ほ 力、 次に よる。 

座り 作業用の 場合， オン 'オフ スィッチの 操作 ハンドル は， 作業 床 面の 上方 0.5 n ！〜 1.5 m の 範囲に 設け 
なければ ならない。 

6. 感電 保護 IEC 60204-1:1992 の 6. による ほ 力、， 次に よる。 
6.1 —般 事項 IEC 60204-1:1992 の 6.1 に 次の 規定 を 追加す る。 

感電に 対する 保護 は， JIS C 0364-4-41 に 適合す る SELV (特に， 411.1.4.3 の 最後の 段落） の 適用に よつ 

て 達成しても よい。 

6.4 PELV の 使用に よる 保護 IEC 60204-1:1992 の 6.4 の b) は 適用し ない。 

7. 装置の 保護 IEC の 7. による ほ カゝ， 次に よる。 

7.5 停電， 電圧 低下 及び それらの 復旧 時の 保護 1EC の 7.5 による ほ 力、， 次に よる。 

ホールド' ッゥ 'ラン 装置 (例えば， ペダル) を ホールド する ことにより 始動し， 離す (release) ことにより 
停止す るよう な 縫製 ュニッ ト 及び システム において は， 停電 又は 電圧 低下， 及び その 復旧 後の 意図し ない 
再起動 を 回避す るた めの 装置 を 設けな くても よい。 

8. 等 電位 ボンディング IEC の 8. による ほ 力 N 次に よる。 

8.2.5 保護 ボンディング 回路に 接続す る 必要の ない 部分 IEC の 8.2.5 による ほ 力 \ 次に よる。 

次の 場合に は， ミ シン テーブル 又は ミ シン テーブル 上で 人が 接触で きる 導電 部分 を 保護 ボンディ ング回 
路に 接続し なくても よい。 
- 電気装置がない 場合 

― 電気装置が SELV 及び/又は PELV だけで 作動す る 場合 (JIS C 0364-4-41 参照） 

9. 制御 回路 及び 制御機 能 IEC の 9. による ほか， 次に よる。 

9.1.1 制御 回路 電源 IEC の 9.1.1 は 適用し ない。 次の 規定に よる。 

縫製 ユニット 及び 縫製 システムの 制御 回路 は， PELV (6.4 参照） 又は SELV (JIS C 0364-4-41 参照） に 

対する 要求 事項 を 満たす もので なければ ならない。 これらの 回路に 電力 を 供給す る 変圧器 は， JISC 9742 

の 要求 事項 を 満たす もので なければ ならない。 

9.1.4 制御機 器の 接続 1EC の 9.1.4 は， 位置 決め 装置 (positioning device) を 備えた 縫製 機械 ドライ ブの制 

御に は 適用し ない。 

9.2.5.2 始動 IEC の 9.2.5.2 は， 次の ものに は 適用し ない。 
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- ホールド • ッゥ • ラン 装置 (例えば ペダル) によって 始動す る^^ ュニッ ト 及び 縫製 システム 
- 自動かん ぬき （閂） 止め (automatic bar tacking), ボタン 孔 かがり， ボタン 付けな ど， 短い サイクルの 
縫製 を 行う 縫製 ュニッ 卜 及び 縫製 システム 

9.2.5.3 停止 IEC の 9.2.5.3 による ほ 力、， 次に よる。 

縫製 ュニッ 卜 及び 縫製 システムに 要求され る 停止 機能 は， ホールド 'ッ ゥ' ラン 装置 (例えば， ペダル) 

によって 達成す る ことができる。 自動かん 止め， ボタン 孔 かがり， ボタン 付けな ど， 短い サイクルの 縫製 

を 行 う 縫製 ユニット 及び 縫製 システムに 要求され る 機能 は， JIS C 8201 -3 又は JIS C 4526-1 による オン ォ 

フス ィ ツチに よって 達成で きる。 

9.4 故障 時の 制御機 能 IEC の 9.4 による ほ 力、， 次に よる。 

9.4.1 一般 要求 事項 IEC の 9.4.1 による。 ただし， 次の 備考 を 追加す る。 

備考 機械の 危険な 動きが， 縫製 機械 自身の 部分に 限定され る 縫製 ユニット 及び 縫製 システム （例え 
ば， ステッチ 形成 装置， 送り 装置な ど） は， 一般に 機械的 ガードで 保護され るので， 単一の 故 
障が 危険な 状態 を 招く こと はない。 このような 機械に おいて は， 電気回路 による 保護 インタ 口 
ックを 設けなくても よい。 

9.4.2 故障 時の リ スクを 最小に する 手段 

9.4 丄 1 実証され た 回路 技術 及び 部品の 使用 IEC の 9.4.2.1 による。 ただし， 第 2 ダッシュ 項目の 最後 

"(9 丄 4 を 参照)" を "この 規格 (第 31 部) の 9.1.4 を 参照" に 置き換える。 
9.4.2.2 冗長性の 採用 IEC の 9.4.2.2 による。 ただし， 次の 備考 を 追加す る。 

備考 機械の 危険な 動きが， 縫製 機械 自身の 部分に 限定され る 縫製 ユニット 及び 縫製 システム （例え 
ば， ステッチ 形成 装置， 送り 装置な ど） において は 冗長系 を 用いなくても よい。 
9.4.2.3 ダイ バ一 シティの 採用 IEC の 9.4.2.3 による。 ただし， 次の 備考 を 追加す る。 

備考 機械の 危険な 動きが， 縫製 機^ ^ 自身の 部分に 限定され る 縫製 ユニット 及び 縫製 システム （例え 
ば， ステッチ 形成 装置， 送り 装置な ど） において は ダイ バー シティ を 採用し なくても よい。 
9.4.3.1 地 絡 IEC の 9.4.3.1 による ほか, 次に よる。 

縫製 ュニッ ト 及び 縫製 システム において， 地 絡が， 予期し ない 機械の 始動 又は 機械の 危険な 動き を 引き 
起こす 原因， 又は 機械の 停止 を 妨げる 原因 と な り 得る 場合， 制御 回路 を 保護 ボンディ ン グ 回路に 接続す る， 
又は 絶縁 モニタ を 備える 代わ り に， 導体 類 を 特別 安全な 設置 方法 (particularly safe instalMkm) によって 布設 
しても よい。 特別 安全な 設置 方法の 例と して は， 次の ものが ある。 
- 絶縁され た 導体 を， 更に 絶縁 物の ダクト 内に 包み こむ。 
- 二重 絶縁の 採用 

一 部品 (components) 及び 機器 を 力 プセ ル に 収容 (encapsulation) 

10. オペレータ インタフェースと 機械に 取り付けられた 制御機 器 IEC の 10. による ほ 力、， 次に よる。 

10.1.1 配置 及び 取 付け IEC の 10.1.1 による。 ただし， 第 2 段落 最初の ダッシュ 項目 を， 次の 2 項目に 置 

き 換えて 適用す る。 

一 通常の 運転 (normal operation) に 使用され る もの は， 作業 床 面の 上方 0.6 m 以上と し， オペレータの 通 

常の 作業 位置から 容易に 届く 範囲 内に 取り付ける （ただし， この 規格の 5.3.4 も 参照）。 
一 調整 や 保全の ために 使用され る もの は， 作業 床 面の 上方 0.3 m 以上と し， 位置の 選定， かぎの 取 付 
けな ど を 工夫して， 通常の 運転 中には 操作で きないよ うに 取り付ける。 
10.1.2 保護 IEC の 10.1.2 は 適用し ない。 次の 規定に よる。 
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オペ レー タイ ン タフ ヱース 用の 機器， 及び 機械 ( mac hine) に 搭載す る 制御機 器 は， 意図した 設置 状態に お 
いて 予想され る 使用 上の ストレスに 耐え， 力つ， IP40 (JISC 0920 参照） 以上の 保護 等級 を もつ もので な 
ければ ならない。 縫製 ユニット 及び 縫製 システム は， 浸潤 性の ある 流体と 蒸気の 影響， 及び 粗い 粉 じんと 
切 粉 による 汚染がない と考えられる 環境で 運転 される ので， 保護 等級 は IP40 で 十分 と考えられる。 
10.2 押しボタン 

10.2.1 色 1EC の 10.2.1 による。 ただし， 最初の 段落 を 次に 置き換える。 

押しボタン 式ァ クチ ユエ 一夕の 色 は， 可能な 限り IEC の 表 2 によらなければ ならない。 ァ クチ ユエ 一夕 
の 大きさ， 組 込み ケー シン グ 及び ァ クチ ユエ 一夕 設計 上の 制約に より， 不可能な 場合 はこの 限りで ない。 
10.3 表示灯 及び 表示 器 

10.3.2 色 IEC の 10.3.2 による。 ただし， 最初の 文章 を 次に 置き換える。 

表示灯 レンズの 色 は， 機械の 条件 (状態) に 対応して， 可能な 限り IEC の 表 3 によらなければ ならない。 
ァ クチ ユエ 一夕の 大きさ， 組 込み ケーシ ン グ 及び ァ クチ ユエ 一夕 の 設計 上の 制約に よ り 不可能な 場合 は こ 
の 限りで ない。 

10.4 照 光 式 押しボタン 1EC の 10.4 による。 ただし， 最初の 文章 を 次に 置き換える。 

照 光 式 押しボタンの 色 は， 可能な 限り TEC の 表 2 及び 表 3 によらなければ ならない。 ァ クチ ユエ 一夕の 

大きさ， 組 込み ケー シン グ 及び ァ クチ ユエ 一夕の 設計 上の 制約に より 不可能な 場合 はこの 限りで ない。 

10.7.5 断路 手段の 使用 IEC の 10.7.5 による ほ 力 \ 次に よる。 

自動で 制御され る 縫製 ュニッ ト 及び 縫製 システムであって， IEC の 10.7.2 に 規定す る 非常 停止 装置が 不 

要と 考えられる ものに あって は， 電源 断路 器が 非常 停止 装置の 機能 を 満たす もので なければ ならない （この 

規格の 5丄3.1 も 参照 )。 

ホールド • ッゥ 'ラン 装置 (例えば， ペダル) の 操作に よって 始動され る 縫製 ュニッ ト 及び 縫製 システム 
に は， 非常 停止 装置 を 設けなくても よい。 さらに， 自動かん ぬき （閂） 止め， ボタン 孔 かがり， ボタン 付 
けな ど， 短時間の 自動 縫製 加工 を 行う 縫製 ュニッ ト 及び 縫製 システム にも 非常 停止 装置 は 不要で ある。 

このような 縫製 ュニッ ト 及び 縫製 システム は， スィッチ オン' オフの ために JIS C 8201-3 又は JIS C 
4526-1 に 適合す る 機器 を 備えても よい。 

11. 制御 インタフェース 1EC の 11. による ほか， 次に よる。 
■ 一般 事項 IEC の 11.1 による ほ 力、， 次に よる。 

例えば， 危険な 部分 を 機械的 ガー ドで 保護す る な どの 対策が 採られて いて， リ スク 評価 過程で 大き な 傷 
害の リ ス ク が 認め ら れ ない 場合， 縫製 ュニ ット 及び 縫製 シス テ ム の 入力 又は 出力 回路 は， 数値制御の 内部 
回路 又は プログラマ ブル 制御 回路から， 部分的に も 全体 的に も， 電気 的に 切り離す 必要 はない。 さらに， 
制御 電圧の 一端 を 接地す る 必要 もない。 
11.2 デジタル 入出力 インタフェース 
11.2.2 出力 IEC の 11.2.2 の 第 1 段落 は 適用し ない。 

12. 電子 装置 IEC の 12. による。 ' 

13. 制御装置の 配置， 取 付け 及び ェン クロージャ IEC の 13. による ほか， 次に よる。 
13.2 配置 及び 取 付け 

13.2.1 接近 性 及び 保全 性 IEC の 13.2.1 による。 ただし， 第 2 段落に 置き換えて 次 を 適用す る。 
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定期的な 保全 又は 調整の ために 接近す る 必要が ある 場合， 関連 機器 は 作業 床 面の 上方 0,3m〜2.0in の範 
囲に 配置し なければ ならない。 
13.2.2 隔離 IEC の 13,2.2 による ほ 力、， 次に よる。 

6.2.1 に 規定す るェン クロージャ において は， 保護 ェ ン クロージャと 充電 部 間の 距離 を JIS C 8201-4-1 の 
表 C.1 の L-L 攔 に 示す 空間 距離 及び 沿 面 距離よ り 小さ く して はならない。 プリ ント 回路 アセンブリ 及び 
すべての 他の 電気機器， デバイス (スィッチ， 電動機な ど) に対して JIS C 0704 の 表 4， 汚染 度 2 を 適用し 
なければ ならない。 

13.3 保護 等級 IEC の 13.3 は 適用し ない。 次の 規定に よる。 

縫製 ュニ ッ ト 及び 縫製 シス テ ム における スィッチ ン グ 機器の ェン クロージャ に 適用す る 保護 等級 は， 
IP40 以上と しなければ ならない。 ただし， 機器 内の 回路， 又は 機器と 一緒に 使用す るすべ ての 回路が この 
規格の 6.1 の 要求 巾 項 を 満たす もので あれば IP20 を 最小 保護 等級と しても よい。 

14. 電線 及び ケーブル IEC の 14. による。 

15. 配線 IEC の 15. による ほ 力 \ 次に よる。 

15.2.4 他の 電線の 識別 IEC の 15.2.4 による ほ 力、， 次に よる。 

誤作動 防止 用の 接地 （functional earthing) に 使用す る 電線 は， 灰色で 識別し なければ ならない。 
共通 導体 (例えば， 静 電荷 を 除去す るた めに 使用す る もの) は， 灰色で 識別し なければ ならない。 
15.5.8 端子， 接続， 及び 接続 箱 IEC の 15.5.8 による。 ただし， 第 1 段落の 第 2 番目の 文章 を 次に 置き 換 

える。 

縫製 ユニット 及び 縫製 システム において 電線の 接続 • 通 線 用の 箱に 適用す る 保護 等級 は， IP40 (JIS C 
0920 参照） 以上と しなければ ならない。 ただし， 機器 内の 回路， 又は 機器と ともに 用いる すべての 回路が 
こ の 規格の 6.1 の 要求^ 項 を 満たすな ら ば IP20 を 最小 保護 等級 としても よい。 

16. 電動機 及び 関連 装置 IEC の 16. による ほ 力、， 次に よる。 
16.1 — 般 要求 事項 IEC の 16.1 による ほ 力、， 次に よる。 

外部 負荷に 電源 を 供給す るた めに 電動機の 固定子 巻 線 を （タップ を 付けて） 変圧器と して 用いて はなら 
ない。 

16.2 電動機 ェン クロージャ IEC の 16,2 による ほ 力、， 次に よる。 

縫製 機械 ドライ ブ （それに 取 り 付けた 制御機 器 も 含む。） の 保護 等級 は IP40 以上 としな ければ な ら ない。 
16.3 電動機の 寸法 IEC の 16.3 による ほか， 次に よる。 

縫製 機械 ド ラ ィ ブの 寸法 は， JIS C 4203 及び JIS C 4210 によらなくても よい。 

17. 附属 品 及び 照明 IEC の 17. による ほ 力、 次に よる。 
17.2 機械 及び 装置の 局部 照明 

17.2.1 一般 事項 IEC の 17.2.1 による ほ 力、， 次に よる。 

縫製 ュニッ ト 及び 縫製 システムの 局部 照明 （縫製 用 ランプ） で 定格 電圧が 交流 50 V 以下の ものに 対して 
は， オン • オフの スィ ツチ を フレキシブルな 接続 コードに 組み込んでも よい。 
17.2.2 電源 IEC の 17.2.2 に よ る ほか， 次に よる。 

低 電圧の 縫製 用 ランプに 用いる 電源 は， JIS C 9742 による 組 込み 変圧器 又は 外部の 特別 低 電圧 変圧器 か 



著作 ft はに よ り mm での ^ ft 随雾 は 禁止 さ れて お り ま す。 
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ら 供給し なければ ならない。 局部 照明 （縫製 用 ランプ） 用の 回路 （例えば， 糸 通し， 縫製 用器 具の 取替え 
及び 保全 作業の ための もの） は， 縫製 ユニット 及び 縫製 システム を オン 'オフの スィッチの 外側 （入力 電 
源 側） に 接続し なければ ならない。 

18. 警告 標識 及び アイテム 表示 IEC の 18. による。 

19. 技術 文書 1EC の 19, による ほ 力 \ 次に よる。 

19.8 運転 マニュアル IEC の 19.8 による ほ 力 \ 次 による。 

説明書に は， 次の ような 場合 は， 縫製 ユニット 及び 縫製 システム を 入力 電源から （例えば， オン ，オフ 
スィッチ を 操作す る ことにより， 又は 電源 プラグ を 引き抜く ことにより） 切り離す ことが 常に 必要で ある 
こと を 明記し なければ ならない。 

一 縫製 用器 具 （ミシン 針， 押さえ， ボ ビン， 針 板な ど） の 交換 を 必要と するとき 

― ミシン 針， ルー パ， スプ レッダな どへの 糸 通しが 必要な とき 

- 作業場 所が 無人と なるとき 

- 保全 作業 を 行う とき 

20. 試験 IEC の 20. による ほ 力、 次に よる。 

20.1 —般 事項 IEC の 20,1 による ほ 力、， 次に よる。 

20.2， 20.3， 20.4 及び 20.7 の 試験 は 全数 試験と する。 20.5， 20.6 は 形式 試験と する。 
20.3 絶縁抵抗 試験 IEC の 20.3 による ほ 力、， 次に よる。 

電子 部品 を 含む 制御 及び 信号 回路 は， 他の 回路が 試験され ている 間 は 保護 導体に 接続して おかなければ 
ならない。 上記 保護 導体との 接続 を 切り離した 後， 二次 試験と して 対 地 間 絶縁抵抗 を 少なく とも 直流 100V 
の 試験 電圧で 測定し なければ ならない。 電子 部品が いかなる 損傷 も 受けない ようにす るた めに， 試験 t[l 圧 
は徐々 に 上昇 させなければ ならない。 
20.4 耐 電圧 試験 IEC の 20.4 による ほ カゝ， 次に よる。 

整流器， キャパ シタ （capacitors), 電子 部品， 及び 定格 出力 1 kW 以下の 電動機な ど は 切り離して 試験す 
る。 

電動機 は， IEC60034-1 に 準拠して 試験し なければ ならない。 定格 電圧 50 V 以下の 電子回路 を耐 電圧 試 
験に かけて はならない。 

20.6 電磁 両立 性 試験 IEC の 20.6 は 適用し ない。 附属 書 AA の AA.5 による。 



著作権法 によ り 無断での m^， は禁 ひ: されて おります。 
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附属 書 AA (規定） 電磁 両立 性に 対する 要求 事項 



この 附属 書の 目的 は， 縫製 ユニット， 縫製 システム 及び それらに 用いる 装置 （例えば， 縫製 機械 ドライ 
ブ， 制御機 器な ど） に対して， 他の 設備 を 妨害す るか も 知れない 電磁 放射の 限度 値， 並びに 静電気 放電 を 
含む 連続 的 及び 過渡的な 伝導 及び 放射 妨害に 関する 限度 値 を 規定す る ことで ある。 

AA.1 電磁 両立 性 試験 レベル 電磁 現象の 影響 を 受ける ポート は， 次のと おりで ある。 



ェン クロージャ ポー ト 



AC 電源 ポー ト 


機械， 装置 


信号 ポート 


DC 電源 ポート 


プロセス 計測 及び 制御 ポート 


接地 ポート 







表 AA.1〜AA.7 に 規定され る 電磁 両立 性の 限度 値 は， 次に 対して 適用す る。 つまり 縫製 産業の すべての 
使用 環境に おいて 予想され る 条件 を カバーす る。 

1) 住宅地 環境に おいて 想定され る 使用に 対する 放射の 限度 値 

2) 縫製 産業の 工場 環境での 使用に 対する イミ ュニ ティの 限度 値 

AA.2 放射 機械 又は 装置が 発生す る 電気 的 妨害 は， 表 AA.1 に 規定す る レベル を 超えて はならない。 
妨害 電圧 の 測 定 は ， 装置 の シールド された 部分 を 接続して いる シールド 線 そのものに ついては 行 う 必要 

がない。 各 シールド は 互いに 接続 し な ければ ならない。 
妨害 電圧の 測定 は， 装置の 部分に 接続され ている 長さ 2m 以下で， 延長で きない 線に 対して は 行う 必要 

がない。 

参考- 園 ^も-室！ iilM 外せち^:^^！ 途で翻 おで d —袤- 4^〗ん.(卩は1^ ぶ 

ええろ — 41ぶ 宽 H 就 kr^Mff 簦 きせ X ヒ^^ぶ-^^: あ. -塞蓐 H^Pl^XQffl 逄で P 
證!^ SM も ふた 纏塑趟 製^ 三:^ ヒ— _みさ 鐘 製^^?: ふ：? ^るぶ 丄ぁ… 取醒 W 靈に猶 

AA.3 イミ ュニ ティ 電子 装置 を 使用す る 場合 は， 電子 装置が 少なく とも 表 AA.2 〜表 AA.7 に 規定す る 試 

験 値に 耐える よう に 設計し なければ ならない。 

この 規格で 扱う 機械 及び 装置に 対する イミ ュニ ティ 試験の 要求 事項 は， 個々 の ポート ごとに 適用す る。 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転^ 等 は 禁止され ております。 
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AA.4 性能 基準 機械 及び 装置 は， この 規格に 規定す る 試験 を 実施した ことによって 危険な 状態に なって 
はならない。 

EMC の 試験 中 又は 試験 後の 機能の 説明と 性能 基準の 定義 を， 次に 基づき 試験 報告書に 記録し なければ な 
ら ない。 

一 性能 基準 A ： 機械 及び 装置 は， 試験 中 も 試験 後 も 意図した 運転 を 継続し なければ ならない。 機械 
及び 装置 を 意図した とお り に 使用す ると き， 性能の 劣化 又は 機能の 損失が， 製造業 者が 規定した "性 
能 レベル" 以下と なって はならない。 場合によって "性能 レベル" を "許容され る 性能 劣化" と 置 
き 換えても よい。 

一 性能 基準 B: 機械 及び 装置 は， 試験 後 は 意図した 運転 を 継続し なければ ならない。 機械 及び 装置 
を 意図した とおりに 使用 するとき， 性能の 劣化 又は 機能の 損失が， 製造業 者が 規定した "性能 レべ 
ル" 以下と なって はならない。 場合によって "性能 レベル" を "許容され る 性能 劣化" と 置き換え 
て もよ い。 試験 中 に は 性能が 劣化 しても よいが， 実際の 運転 状態 や 保存 デー タ が 変化 して はなら な 

い。 

最低 性能 レ ベ ル 又は 許容 性能 劣化の いずれも 供給者が 規定 していな レ 4 募 合 は ， これら を 製品 説明書， 製 
品 関連 文書， 及び その 機械 及び 装置の 意図した 使用に 対し， 使用者が 適切に 期待す る レベルから 導いても 
よい。 

AA.5 電磁 両立 性 試験 

AA.5.1 電磁 両立 性 (EMC) 試験の 一般的 条件 

EMC 試 S 贪は， 次の 条件で 実施 し な ければ な ら ない。 

一 縫製 ュニッ ト 及び 縫製 システム 又は 装置に 対して 規定され た 運転 条件の 範囲 内 及び 公称 電源 電圧で。 
一 完全に 実装され， 使用可能 状態に ある 縫製 ユニット 及び 縫製 システム に対して， 又は 縫製 システム 

を 構成す る 個々 の 縫製 機械で 可動 状態に ある ものに 対して。 
一 縫製 ユニット 及び 縫製 システム， 並びに 最大限まで 拡張され た 装置 （例えば， 入出力 点数 や 機能 を 

最大化 して 制御 される 装置， 及び 小規模な 構成で あつ て も 規格に 適合させる べきで あると 考えられ 

るすべ ての 縫製 機械 及び 装置） に対して。 
一 各 試験 項目の 順番 は 任意と する。 

試験 中の 機器 構成 及び 運転 モー ドは， 試験 報告書に 詳細に 記述し なければ ならない。 
機械の すべての 機能 を 常に 試験で き る と は 限らない。 そのよう な 場合 は 最も ク リ ティカルな 運転 モー ド 
を 選ばなければ ならない。 

特殊な 機械 及び 装置で は， 電気 的 特性 や 使用方法 を 考慮 すれば， 実施す る ことが 不適当で あり， 不必要 
な 試験 項目 も あり 得る。 そのような 場合に は， 試験 を 行わない と 決めた 経緯 を 試験 報告書に 記録し なけれ 
ばなら ない。 

縫製 機械 ドライブ 及び 付加 装置 は， 図 AA.1 に 示す ように 設定した 標準 縫製 ュニッ 卜で 試験し なければ 
ならない。 

このように 試験され た 縫製 機械 ドライブ 及び 装置 は， EMC 対応 形と みなされる。 特定の 試験 方法に つい 
て は 供給者 を 含め 関係者 間で 合意 し な ければ な ら ない。 

備考 EMC 対応 形の 装置 は， そのこと だけで 縫製 ユニット 又は システムの EMC 適合 性 を 保証す る も 
ので はない。 

測定 は， EMC 現象の 個々 の タイ プ に対して 十分に 定義され， 力、 つ 再現 性の ある 条件で 行わなければ なら 



著作権法 により 無断でのに お， お H' に': 止されて おります。 
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ない。 

AA.5.2 放射に 対する EMC 試験 条件 試験の 種類， 試験 方法 及び 試験 装置 は， CISPR11 の 7. 及び 8. に 示 

す もので なければ ならない。 

試験 は， 図 AA.1 に 示す 設定で 実施し なければ ならない。 ただし， 接地 板に 対する 要求 事項 は CISPR11 
の 8. による。 

AA.5.3 イミ ュニ ティ に対する EMC 試験 条件 試験の 種類， 試験 方法 及び 試験 装置 は， 表 AA.2 〜表 AA.7 

による。 

試験 は， 図 AA.1 に 示す 設定に よって 実施し なければ ならない。 
縫製 システムの 試験 は， この 設定と 異なっても よい。 




接地 

図 AA.1 EMC 試験に 供す る 標準 縫製 ユニット 



著作権法 により 無断での 転載 等 は 禁止され ております。 
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表 AA.1 ェ ミッション 一 放射 （ェン クロージャ） 及び 伝導 （交流 主 電源) 



ポート 


周波数 範囲 


' 限度 値 


規格 


備考 


ェン クロージャ 


30〜230 MHz 
230〜1 000 MHz 


30 dB (|iV/m) 準 ピーク， lH 
離れて 測定 

37 dB (|iV/m) 準 ヒー ク， 10m 

離れて 測定 


C1SPR 11 


備考 1. 参照 






父 流 王 • ま 


150 kHz〜 0.5 MHz 


66〜5 り dB ([iV) 準 ヒー ク， 
56〜46 dB OiV) 平均， 周波数 國 
数表示） に対して 直線 的に 減少 


備考 2.， 3. 次 ひ 4.參ゃ ョ 


0.5〜5 MHz 


56dB0iV) 準 ピーク 
46 dB(nV) 平均 


陽 2.， 3. 及び 4. 参照 


5〜30 MHz 


60 dB^iV) 準 ピーク 
50 dBOiV) 平均 


備考 2.， 3. 及び 4. 参照 


備考 1.. 操業 現場での 測定 はこの 規格から 除外され る。 

2. 5 回/ min 以下の ィ ン パルス ノイズ （ク リ ッ ク） は 考慮し ない。 30 回/ mm 以上の ク リ ック に対して は， 表 
AA.1 の 限度 値 を 適用す る。 5〜30 回/ min のク リ ック に対して は， 表 AA.1 の 限度 値 を^ 和した， 20 log30/NdB 
を 用いて よい （N は 毎分の クリック 数）。 

3. 交流 1 000 V 以下で 運転され る 機械 及び 装置に だけ 適用す る。 

4. これらの 値 は， CISPR11 の ものである。 



表 AA.1A (参考） ェ ミッション 一 放射 （ェン クロージャ） 及び 伝導 （交流 主 電源) 



ポー ト 


周波数 範囲 


限度 値 


規格 


備考 


ェン クロージャ 


30〜230 MHz 


30 dB (^iV/rn) 準 ピーク， 30 m 
離れて 測定 


CISPR U 

クラス A 


備考 1.， 2. 参照 


230〜1 000 MHz 


37 dB (nV/m) 準 ピーク， 30 m 
離れて 測定 






交流 主 電源 


150kHz〜0.5 MHz 


79 dB (|iV) 準 ピーク， 
66 dB (|iV) 平均 


備考 3.， 4. 及び 5. 參照 


0.5〜5 MHz 


73 dB^iV) 準 ピーク 
60 dB([iV) 平均 


備考 3.， 4. 及び 5. 参照 


5〜30 MHz 


73 dBOiV) 準 ピーク 
60 dB(jiV) 平均 


備考 3.， 4. 及び 5. 参照 


備考 1. 操お 現場での 測定 は， この 規格から 除外され る。 

2. 3m 法， 10m 法に よる 測定 （3 m 又は 10 m 離れて 測定） を 用いても よい。 

3. 5 回 /min 以下の インパルス ノイズ （クリック） は 考慮し ない。 30 回/ min 以上の クリック に対して は， 表 
AA.1A の 限度 値 を 適用す る。 5〜30 回/ min の クリック に対して は 表 AA.1A の 限度 値を綏 和した， 
20 1og30/NdB を 用いて よい （N は每 分の クリック 数） 。 

4. 交流 1 000 V 以下で 運転され る 機械 及び 装置に だけ 適用す る。 

5. これらの 値 は， CISPR11 の ものである。 



著作権法に よ り 無断での 複製， 狨等は ^止さ れ てお り ま す。 
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表 AA.2 イミ ュニ ティ 一 ェン クロージャ ポート 



電磁 環境 条件 


試験 条件 


単位 


適用 規格 


試験の セ ットァ 
ッ プ 


備考 


性能 基準 


無線周波数 電 
磁界 振幅変調 


80〜1 000 

10 

80 


MHz 

V/m (無 変調， r.m.s) 
%,AM(1 kHz) 


■ 1 61000-4-3 


■ 1 61000-4-3 


備考 1. を 参照 

規定す る 試験 
レベル は， 変調 
前の もの 


A 


無線周波数 電 

磁界， パルス 変 

調 


900 + 5 
10 
50 
200 


MHz 

V/m (無 変調， r.m.s) 
デュー ティ サイ クル， ％ 
Rep. 周波数 Hz 


ENV 50204 


J1S C 61000-4-3 


規定す る範 F 用 

/ソ U AJ ノ リ 1 ぶ 丄圍 

内の 1 周波数 
にて 


A 


静電気 放電 


4 (接触 放 
peJ ， 

8 (気 中 放 
電） 


kV (充電 電位） 


■ 1 61000-4-2 


J1S C 61000-4-2 


接触 放電 及び 
気 中 放電 試験 
の 適用に つい 
て は， 準拠 規格 
を 参照 


B 


備考 1. ITU の 放送 バ ン ド （87 MHz〜108 MHz, 174 MHz〜230 MHz 及び 470 MHz〜790 MHz) を 除く。 これら の 帯 

域内での レベル は 3 V/m でな ければ な ら な レ \ 



著作権法 により 無断での 複帱， は 禁止され ております。 
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表 AA.3 イミ ュニ ティ 一 プロセス制御 等に は 使用され ない 信号 線 及び データ バスの ポート 



電磁 環境 条件 


試験 条件 


単位 


適用 規格 


試験の セ ットァ 

ップ 


備考 


性能 基準 


無線周波数 コ 

キ 、 ノ キー K M 

し Z T_ ■ 「，狐 

幅 変調 


0.15〜80 
10 
80 
150 


MHz 

V (r.m.s. 無 変調） 
°/o,AM(i kHz) 

ソース インピーダンス （Ci) 


■ 1 61000-4-6 


■ 1 61000-4-6 


備考 1.， 2. 及び 

2 余昭 

規定す る 試験 
レベル は， 変調 
前の もの。 


A 


ファスト トラ 
ンジ ユン ト 


5/50 


kV (ピーク） 
Tr/Th ns 
Rep. 周波数 kHz 


JISC 61000-4-4 


■ 1 61000-4-4 

(キャパシティ 
ブ クランプ） 


備考 3. 参照 


B 


備考 1. 試験 レベル は， 150 Ci 負荷に 流れる 等価な 電流で 定義しても よい。 

2. ITU の 放送 バン ド (47 MHz〜68 MHz) を 除く。 こ の バン ド 内での レベル は 3 V でなければ な ら ない。 

3. 製造業 者の 仕様に よって， 全長が 3 m を 超える ことがある ケーブルと インタフェース する ポートに 適用す る。 



著作権法 により 無断での 械^ は 禁止され ております。 ' 



16 

B 9960-31 ： 2004 (IEC 60204-31 ： 2001) 



表 AA.4 イミ ュニ ティー プロセス， 測定 及び 制御 ライン， 及び 長い バス 並びに 制御 ラインの ポート 



電磁 環境 条件 


試験 条件 


単位 


適用 規格 


試験の セ ットァ 

ップ 


備考 


性能 基準 


/itT (/ば 1 P=F1 ^rf' ザ- レ ― 

無, 保 周牧数 コ 
モン モード， 振 
幅 変調 


0.15〜80 
10 
80 
150 


MHz 

V (r.m.s. 無 変調） 
%AM(1 kHz) 

ソース ィ ン ピー ダンス （D) 


J IS C 61000-4-6 


JIS C 61000-4-6 


備考 l まひ 備 

考 2. 参照。 

規定す る 試験 
レベル は， 変 
調 前の もの。 


A 


ファスト トラ 
ン ジヱン ト 


5/50 


kV (ピーク） 
Tr/Th ns 
Rep. 周波数 kHz 


■ 1 61000-4-4 


■ 1 61000-4-4 

(キャパシティ 
ブ クランプ） 




B 


備考 1. 試験 レベル は， 150 Q 負荷に 流れる 等価な 電流で 定義しても よい。 

2. ITU の 放送 バンド （47 MHz〜68 MHz) を 除く。 この バンド 内での レベル は 3 V でなければ ならない。 



表 AA.5 イミ ュニ ティー 直流 入力 及び 直流 出力 電源 ポート 



電磁 環境 条件 


試験 条件 


単位 


適用 規格 


試験の セッ ト ァ 
ップ 


備考 


性能 基準 


無線周波数 コ 
モン モー ド， 振 
幅 変調 


0.15〜80 
10 
80 
150 


MHz 

V (r.m.s. 無 変調） 
%AM(1 kHz) 

ソース インピーダンス 


■ 1 61000-4-6 


■ 1 61000-4-6 


備考 1. 及び 備 

考 2. 参照。 

規定す る 試験 
レベル は， 変調 
前の もの。 


A 


ファスト トラ 
ンジ ェント 


2 

5/50 


kV (ピーク） 
Tr/Th ns 
Rep. 周波数 kHz 


J1SC 61000-4-4 


國 1 61000-4-4 

(ダイ レクト ィ 
ンジェ クシ ョ 
ン） 


備考 3. 参照 


B 


備考 1. 試験 レベル は， 150 CI 負荷に 流れる 等価な 電流で 定義しても よい。 

2. ITU の 放送 バンド （47 MHz〜68 MHz) を 除く。 この バンド 内での レベル は 3 V でなければ ならない。 

3. バッテリー， 又は 再 充電の ために は 装置から 取り外す 必要の ある 再 充電 形 バッテリーと 接続す る 用途の ポー 
ト に は 適用し ない。 



著作権法 により 無断での fei お， 転載 等 は 禁止され ており ます。 



17 

B 9960-31 ： 2004 (IEC 60204-31 ： 2001) 



表 AA.6 イミ ュニ ティー 交流 入力 及び 交流 出力 電源 ポート 



電磁 環境 条件 


試験 条 
件 


単位 


適用 規格 


試験の セッ トァ 
ップ 


備考 


性能 基準 


無線 周 波 数 コモン モード， 

振幅変調 


0.15〜80 
10 
80 
1 so 


MHz 

V (r.m.s. 無 変調） 
%AM( l kHz) 
ソース ィ ソ ドー 

ノ ハっ Z し 

ダンス （CO 


國 1 61000-4-6 


■ 1 61000-4-6 


備考 1. 及び 備考 

2. 参照。 

規定され る 試験 
レベル は， 変調 
前の もの。 


A 


ファスト ト ランジェ ント 


5/50 


kV (ピーク） 
Tr/Th ns 
Rep. 周波数 kHz 


國 1 61000-4-4 


JISC 61000-4-4 

(ダイ レクト ィ 
ンジェ クシ ョ 
ン） 




B 


備考 1. 試験 レベル は， 150 £1 負荷に 流れる 等価な 電流で 定義しても よい。 

2. 1TU の 放送 バンド （47 MHz〜68 MHz) を 除く。 この バンド 内での レベル は 3 V でなければ ならない。 



表 AA.7 イミ ュニ ティー 接地 ポート 



電磁 環境 条件 


試験 条件 


単位 


適用 規格 


試験の セ ットァ 
ップ 


備考 


性能 基準 


無線周波数 コモン モード， 
振幅変調 


0.15〜80 

10 

80 


MHz 

V (r.m.s. 無 変調） 
%AM(1 kHz) 


■ 1 61000-4-6 


■ 1 61000-4-6 


備考 1. 及び 備 

考 2. 参照。 

規定され る 試 
験 レベル は， 
変 調 前 の も 

の。 


A 




150 


ソース ィ ン ピー 
ダンス （Q) 








備考 1. 試験 レベル は， 150 負荷に 流れる 等価な 電流で 定義しても よい。 

2. ITU の 放送 バンド （4フ MHz〜68 MHz) を 除く。 この パンド 内での レベル は 3 V でなければ ならない。 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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附属 書 BB (参考) 文献 



この 附属 書 は， 本体 及び 附属 書 （規定） に 関連す る 事柄 を 補足す る もので， 規定の 一部で はない。 

JIS C 9335-2-28 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 第 2-28 部： ミシンの 個別 要求 事項 

用 4 IEC 60335-2-28, Safety or household and similar electrical appliances — Part 2 : Particular requirements 
for sewing machines が, この JIS ど 一部の 差異 を 除いて 同等で ある。 



著作権法 により 無断での ゥ ノ し'』 は 禁止され ております。 
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附属 書 1 (参考） 関連 規格 対照 表 



この 附属 書 （参考） は， 本体 及び 附属 書 （規定） に 関連す る 事柄 を 補足す る もので， 規定の 一部で はな 

い。 

この 表 は， JIS B 9960-1 (IEC 60204-1:1997)， IEC 60204-1:1992, 及び この 規格 JIS B 9960-31(IEC 

60204-3 1 ： 1 992) の 内容の 一致 度 を 記号で 示 している。 

注： 記号の 意味 は 次のと おり。 〇：99 % 以上 同じ， □ :80 % 以上 同じ， A:50 % 以上 同じ， X ：50 % 
以上 相違 

表の 中 列 は， IEC 60204-1:1992 (この 規格の 原 国際規格） が 左 列の JIS B 9960-1 (IEC 60204-1:1997) と 
一致す る 度合い を 示す。 IEC 60204-1:1997 (JIS B 9960-1) の 条項 番号 は， IEC 60204-1 ： 1992 の 条項 番号と 
異なる ものが ある。 例えば， 1992 年 版の 11 章の 内容が 1997 年 版で は 削除され たため， 1997 年 版の 11， 
12， 13, 14, 15， 16， 17， 18， 19 の 各 章 は， 1992 年 版の 12， 13， 14， 15, 16， 17， 18， 19, 20 の 各 章に 

対) 芯して いる。 

表の 右 列 は， この 規格の 各 条項が 中 列の IEC 60204-1:1992 の 対応す る 条項と 一致す る 度合い を 示す。 右 
歹 IJ に X， △， 口が 付いている 条項 は， IEC 60204-1:1992 の 内容 を 変更して 適用す る 条項であって， 変更 内 
容の 詳細 はこの 規格の 本体に 記述され ている。 〇 が 付いている 条項 は 規定 内容が IEC 60204-1:1992 と 同じ 

条項で ある。 

表の 右 列と 中 列の 両方に 〇 が 付いている 条項 は， 規定 内容が IEC 60204-1:1997 の 条項と も 同じで あるか 
ら ， 規定 内容 を JIS B 9960-1 の 該当 条項 か ら 知る こと がで き る 。 



J IS 8 9960-1:1999 
(IEC 60204-1:1997) 


IEC60204-1:1992 

(IEC 60204-1:1997 と の 一致 度 を 示す） 


國 1 9960-31 (IEC 60204-31) 

(IEC 60204-1:1992 と の 一致 度 を 示す） 


節 番号 


節の 題名 


節 番号 


左 列の 規格との 内容 一致 度 


中 列の 規格との 内容 一致 度 


題名 


機械 類の 安全性 一 機械 
の 電気装置 一 第 1 部： 一 
般 要求 事項 


題名 


A 産業 用 機械の 電気装置 
一 第 1 部 ： 一般 要求 事項 


X 機械 類の 安全性 一 機械の 電気 装 
置— 第 31 部 ： 織 機械， ユニット 及 
び システムの 安全性と EMC に対する 
要求 事項 




適用 範囲 


1 


□ 


X 全文 置換え 


2 


引 川 規格 




□ 


△ 引用 規格 追加 




定義 


3 


□ 


△ 定義 項目 追加 


4 


一般 要求 事項 
(題名 だけ） 


4 


〇 


〇 


4.1 


一般 考慮 事項 


4.1 


□ 


〇 


4.2 


装置の 選択 


4.2 


〇 


〇 


4.3 


電源 （題名 だけ） 


4.3 


A 題名 +文 


〇 


4.3.1 


一般 事項 






〇 


4.3.2 


交流 電源 


4.3.1 


〇 


〇 


4.3.3 


直流 電源 


4.3.2 


〇 


〇 


4.3.4 


機上 搭載 電源 


欠 






4.4 


物理的 環境 及び 運転 条 
件 （題名 だけ） 


4.4 


□ 題名 + 文 


〇 



著作権法 によ り 無断での 複製， ^ 載 等 は 禁止され ております。 
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JIS B 9960-1:1999 
(IEC 60204-1:1997) 


1EC60204-1:1992 

(IEC 60204-1:1997 との- 一 致 度 を 示す） 


JIS B 9960-31 (IEC 60204-31) 

(IEC 60204-1:1992 と の 一致 度 を 示す） 


4.4.1 


一般 事項 








4.4.2 


電磁 両立 性 （EMC) 


4.4.1 


A 


X 附属 書 AA に 詳細に 規定。 


4.4.3 


周囲 温度 


4.4.2 


A 


〇 


4.4.4 


湿度 


4.4.3 


A 


□ クラス 3K3 を 適用 


4.4.5 


高度 


4.4.4 


〇 


〇 


4.4.6 


汚染 物 


4.4.5 


□ 


〇 


4.4.7 


電離 及び 非 電離 放射線 


4.4.6 


〇 


〇 


4.4.8 


振動， 衝撃 及び バンプ 


4.4.7 


〇 


〇 


4.5 


輸送 及び 保管 


4.5 


〇 


〇 


4.6 


運搬の ための 手段 


4.6 


〇 


〇 


4.7 


据 付け 及び 運転 


4.7 


〇 


〇 


5 


入力 電源 導体 接続 並び 
に 電源 断路 用 及び 開路 
用 機器 


5 


〇 


〇 


5.1 


入力 電源 導体 接続 


5.1 


□ 


□ 変更。 入力 電源 接続 を 1 個に 限る。 


5.2 


外部 保護 接地 システム 
への 接続 用 端子 


5.2 


□ 


〇 


5.3 


電源 断路 機器 


5.3 


〇 


〇 


5.3.1 


一般 事項 


5.3.1 


□ 


□ 追加。 電源 断路 器 を 1 個に 限る。 


53.2 


種類 


5.3.2 


□ 


□ d) に 追加 要求。 


5.3.3 


要求 事項 


5.3.3 


〇 要求 事項 




5.3.3.1 


〇 一般 事項 


口 解釈 を 追加。 


削除 


削除 


5.3.3.2 


x 動力 駆動の 遮断器 


〇 


5.3.4 


操作 ハン ドル 


5.3.4 


〇 


□ ハンドルの 高さ を 規定。 


5.3.5 


例外 回路 


5.3.5 


〇 


〇 


5.4 


予期し ない 始動 を 防止 
する 開路 機器 


5.4 


□ 


〇 


5.5 


電気装置の 断路 機器 


欠 






5.6 


禁止され ている 投入， 不 
注意に よる 投入 及び/又 
は 誤 投入に 対する 保護 


6 


感電 保護 ' 


6 


〇 


〇 


6.1 


一般 事項 


6.1 


〇 


□ 解釈 を 追加。 


6.2 


直接接触 に対する 保護 


6.2 


□ 題名 + 文 


〇 


6.2.1 


- - 般 事項 


6.2.2 


ェン クロージャ による 
保護 


6.2.1 


□ 


〇 、 


6.2.3 


絶縁 物に よる 充電 部の 
保護 


6.2.2 


〇 


〇 


6.2.4 


残留 電圧に 対する 保護 


6.2.3 




〇 


6.2.5 


バリアに よる 保護 


欠 






6.2.6 


人体が 届かない と ころ 
への 配置に よる 保護 又 
はォ ブス 夕 クルに よる 
保護 


6.3 


間接 接触に 対する 保護 
(題名 だけ） 


6.3 


A PELV の 使用に よる 保 
護 （題名 十 文） 


〇 


6.3.1 


…- 般 事項 



著作権法 によ り 無断での 複製， j'. つに〉 は 禁止され ております。 
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■B 9960-1:1999 


IEC60204-1 


:1992 


國 1 9960-31 (IEC 60204-31) 


(IEC 60204-1:1 編 


(IEC 60204-1:1997 と の 一致 度 を 示す） 


(IEC 60204-1:1992 と の 一致 度 を 示す） 


6.3.2 


危険な 接触 電圧の 発生 
を 防止す る 手段 


欠 






6.3.2.1 


一般 事； T 酉 

！ J 入 J ノ ヽ 








6.3.2.2 


クラス II 装置の 使用 ヌ 
は 同等の 絶縁に よる 保 

護 


6.3.2 


〇 


〇 


6.3.2.3 


電気 的 分離に よる 保護 


6.3.3 


o 


〇 


6.3.2.4 


電源供給 方式の 設計 


欠 






6.3.3 


電源の 自動 断路に よ る 
保護 


6.3.1 で規 

定 


□ 


〇 


6.4 


PELV の 使用 による 保護 


6.4 


A 


□ b) を 適用 除外。 


6.4.1 


一般 要求 事項 








6.4.2 


PELV の 電源 


欠 








装置の 保 謹 

^P<. v ノ 1小 U ズ 




o 


〇 


7.1 


一 一般 事項 


7.1 


□ 


〇 


7,2 


過 謂'、 流 保霄雜 


7.2 


o 靜名 +文 


o 


7.2.1 


一 般 事項 








72.2 


雷 源谆休 


7.2 1 


o 


〇 


7^2.3 


雷 力 问路 

1 1^ ノ J に丄 J M l 


7.2 2 


□ 


〇 


7.2.4 


制御 回路 


7.2.3 


〇 


o 


7 7 c 
/ .ム. コ 


v ケ ッ ト め r ズ^ "れに 閣 

連す る 雷 線 


/ * ん 4 ♦ 


n 

w 


o 


7.2.6 


眧明问 路 


7.2.5 


o 局部 眧明 回路 

v_y ハ" ui-jj リメ、、 ゝ y j i™j ^-ui 


〇 


7.2.7 


変圧器 


7.2.6 


〇 


〇 


7 2 8 


) 咼 雷 流 保 種 機 W の ^ 置 
場所 




n 


〇 


7.2.9 


過 雷 流 保護 機器 


7.2.8 


□ 


o 


7.2.10 


3 咼雷流 保^^ 器の 定格 

/ILi 'T^L f ノ 1レ 1 小 II え ■ ，〜 U\X ヾメ ML )VJ 

と 設定 


7.2 Q 


o 


〇 


7.3 


電動機の 過 負荷 保護 


7.3 


〇 


〇 


7 A 


ム！ゅ ま 麼保確 


7 d 

I .'t 


n 

w 


〇 




//t'jf 雷 |^4乇下7^び》ゎ 
らの fUlFI 時の 保 P 


7 S 

/.J 


n 
i _ i 


□ ホールド - ッゥ' ラン 装置に おけ 

る 適用 緩和 




の 渦 谏度 保詳 




□ 


o 


つ. つ 


地 絡 /漏 雷 雷 流 の 保霄舊 


欠 

ノ、 






7.8 


相顺の 保 P 








7.9 


雷 サージ' 及び 開閉 サー 
ジに よ る 過 雷 FF に 対す 

る 保護 








8 


等 電位 ボンディ ング 


8 






8.1 


一般 事項 


8.1 


〇 


〇 


8.2 


保護 ボンディ ング 回路 


8.2 


〇 


〇 


8.2.1 


一般 事項 


8.2.1 


□ 


〇 


8.2.2 


保護 導体 


8.2.2 


〇 


〇 


8.2.3 


保護 ボンディ ング 回路 
の 導通 性 


8.2.3 


□ 


〇 


8.2.4 


保^ ボンディ ング 回路 
からの 開閉機 器の 排除 


8.2.4 


〇 


〇 
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8.2.5 


保 s ボンディ ング 回路 
に^ 続す る 必要の ない 
部分 


8.2.5 


〇 


□ 緩和 対象 を 追加。 


8.2.6 


保え ボンディ ング 回路 
の 開閉 


8.2.6 


〇 


〇 


8.2.7 


保, & 導体の 接続 点 


8.2.7 


〇 


〇 


8.3 


正常 動作 用 ボンディ ン 
グ 


8.3 


〇 題名 + 文 


〇 


8.3.1 


- -般 事項 








8.3.2 


保護 回路への ボンディ 
ング 


欠 






削除 


8.4 


絶縁 不良 


〇 


8.3.3 


コモン 基準 電位への ボ 
ン ディ ング 


8.5 


□ コモン 基準 電位への ボ 
ン ディ ング 


〇 






8.6 


電気 的ィ ン タフ ヱ一 ス 


〇 


9 


制御 回路 及び 制御機 能 


9 


〇 


〇 


9.1 


制御 回路 


9.1 


〇 


〇 


9.1.1 


制御 回路 電源 


■ 


〇 


X 置換え 


9.1.2 


制御 回路の 電圧 


9.1.2 


〇 


〇 


9.1.3 


保護 


9.1.3 


〇 


〇 


9.1.4 


制^^ 器の 接続 


9.1.4 


〇 


□ 変更 


9.2 


制御機 能 


9.2 


〇 


〇 


9.2.1 


始動 機能 


9.2.1 


〇 


〇 


9.2.2 


停止 機能 


9.2.2 


〇 


〇 


9.2.3 


運転 モード 


9.2.3 


□ 


〇 


9.2.4 


安全 防 の 中断 


9.2.4 


〇 


〇 


9.2.5 


運転 . 


9.2.5 


〇 


〇 


9.2.5.1 


一般 事項 


9.2.5.1 


A 


〇 


9.2.5.2 


始動 


9.2.5.2 


□ 


□ 適用 除外の 追加 


9.2.5.3 


停止 


9.2.5.3 


□ 


□ 解釈の 追加 


9.2.5.4 


非常 操作 （非常 停止， 非 
常スィ ツチ ング オフ） 


9.2.5.4 


□ 非常 停止 
まとめて 記述。 


〇 


9.2.5.4.1 


一般 事項 








9.2.5.4.2 


非常 停止 








9.2.5.4.3 


非常 スィ ツチ ング オフ 


欠 






9.2.5.5 


指令 動作の 監視 


9.2.5.5 


□ 


〇 


9.2.5.6 


ホールド トウ ラン 制御 


9.2.5.6 


〇 


〇 


9.2.5.7 


両手 操作 制御 


9.2.5.7 


〇 


〇 


9.2.5.8 


ィ ネーブル 機器 


欠 






9.2.6 


始動と 停止 を 兼ねる 制 
御 機器 


9.2.6 


□ 


〇 - 


9.2.7 


ケーブル レス 制御 


欠 






9.2.7.1 


一 般 事項 








9.2.7.2 


制御の 制限 








9.2.7.3 


停止 








9.2.7.4 


シリアル データ通信 








9.2.7.5 


複数の 操作盤 








9.2.7.6 


電池 電源の 操作盤 
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9.3 


保護 ィ ン タロック 


9.3 


o 


〇 


9.3.1 


イン 夕ロッ ク付さ 安全 

防護 物の 再 閉鎖 又は リ 

1 ノ -j ^i>^ ■ 八ノ ノ 1 .」 に- J j ノヽ ノ 、 T リ、 y 

セッ卜 


9.3.1 


□ イン 夕 n ッ夕付 さ 安 命 

防護 物の 回復 

1 / v M ス l,J ノ' 1 1 P><i- 


〇 


9.3.2 


ォ ーノヾ ト ラベノ レリ ミ ッ 
ト 


9.3.2 


〇 


〇 


9.3.3 


補助 機能の 動作 


9.3.3 


〇 


〇 


9.3.4 


異なる 動作 間 及び 逆 動 
作 間の ィ ン タロック 


9.3.4 


□ 


〇 


9.3.5 


逆 相 制動 


9.3.5 


〇 


〇 


9.4 


故障 時の 制御機 能 


9.4 


o 




9.4.1 


一般 要求 事項 


9.4.1 


□ 


□ 備考 追加 


9.4.2 


故障 時の リ ス ク を 最小 
にす る 手段 


9.4.2 


o 


〇 


9.4.2.1 


実証され た 回路 技術 及 
び 部品の 使用 


9.4.2.1 


o 


□ 変更 


9.4.2.2 


冗長性の 採用 


9.4.2.2 


〇 


□ 緩和 条件 を 追加 


9.4.2.3 


ダイ バシ ティの 採用 


9.4.2.3 


〇 


□ 緩和 条件 を 追加 


9.4.2.4 


機能 試験 


9.4.2.4 


o 


〇 


9.4.3 


地 絡， 瞬時 停電 及び 冋路 

断に 対する 保護 


9.4.3 


A 地 絡， 瞬時 停電に 対す 
る 保護 


〇 


9.4.3.1 


地 絡 


Q.4 3.1 


□ 


□ 代替-手段 を 追加 


9.4.3.2 


瞬時 停電 

t*/ r ド、 J 1 J レ匕 


9.4.3.2 


o 


〇 


9.4.3.3 


導通 性 喪失 


欠 






10 


オペ レー タイ ン夕フ ヱ 
ース と 機械に 取り付け 
られた 制御機 器 


10 


o 


〇 


10.1 


一般 事項 


10.1 


〇 まとめて 記述 




10.1.1 


機器に 対する 一般 要求 
事項 


10.1.2 


配置 及び 取 付け 


10.1.1 


〇 


□ 置換え 


10.1.3 


保護 


10.1.2 


□ 


□ 置換え 


10.1.4 


位置 センサ 


10.1.3 


□ 


〇 


10.1.5 


携行 式 及び ペン ダン 卜 
形 操作盤 


欠 






10.2 


押しボタン 


10.2 


〇 


〇 


10.2.1 


色 


10.2.1 


A 


□ 変更 


10.2.2 


マーキング 


10.2.2 


〇 


〇 


10.3 


表示灯 及び 表示 器 


10.3 


〇 


〇 


10.3.1 


使用 モード 


10.3.1 


〇 


〇 


10.3.2 


色 


10.3.2 


〇 


□ 変更 


10.3.3 


点 減 灯 


10.3.3 


〇 


〇 


10.4 


照 光 式 押しボタン 


10.4 


〇 


□ 変更 


10.5 


ロー タリ 形 制御機 器 


10.5 


〇 


〇 


10.6 


始動 機器 


10.6 


〇 


〇 


10.7 


非常 停止 用 機器 


10.7 


〇 


〇 


10.7.1 


位置 


10.7.1 


□ 一般 事項 （配置に 関す 
る 規定 を 含む） 


〇 
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B 9960-31 ： 2004 (IEC 60204-31 ： 2001) 



JISB 9960-1:1999 


IEC60204-] 


:1992 


■ | 9960-31 (IEC 60204-31) 
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10.7.2 


種類 


10.7.2 


□ 


〇 


10.7.3 


非常 停止 後の 通常 機能 
の 復帰 


10.7.3 


口 特性 （題名 異なる も 内容 
は ほぼ 同じ） 


〇 


10.7.4 


ァ クチ ユエ 一夕 


10.7.4 


〇 


〇 


10.7.5 


非常 停止と なる 電源 断 
路 機器の 直接 操作 


10.7.5 


x 断路 手段の 使用 


A 追加 


■ 


非常 スィ ツチ ング オフ 
機器 


欠 






10.8.1 


配置 








10.8.2 


種類 








10.8.3 


非常 スィ ツチ ング オフ 
後の 通常 機能への 復帰 








10.8.4 


ァ クチ ユエ 一夕 








10.8.5 


非常 スィ ッ チン グ オフ 
となる 電源 断路 機器の 
直接 操作 








10.9 


表示 器 


■ 


〇 


〇 


欠 




11 


制御 ィ ン タフ エース 








11.1 


一般 事項 


A 追加 






11.2 


ディ ジ タル 入力/出 カイ ン 
タフ エース 


〇 






11.2.1 


入力 


〇 






11.2.2 


出力 


A 第 1 段お を 適用 除外 






11.3 


アナログ 入力との 駆動 イン 
夕 フェース 


〇 






11.3.1 


制御 駆動 と 電気 駆動 と の 間 
の 分離 


〇 






11.3.2 


油圧 サーボ 弁 


〇 






11.3.3 


電気 サーボ 及び 速度 駆動 


〇 






11.4 


周辺 装置 


〇 






11.5 


通信 


〇 


11 


電子 装置 


12 


〇 


〇 


11.1 


一般 事項 


12.1 


〇 


〇 


11.2 


本 要求 事項 


12*2 


〇 


〇 


11.2.1 


入力 及び 出力 


12.2.1 


〇 


〇 


欠 


12.2.2 


電子 制御機 器 


〇 


11.2.2 


^^位 ボンディング 


12.2.3 


〇 


〇 


11.3 


プログラマ ブル 装置 


12.3 


〇 


〇 


11.3.1 


フ n グラマ ブル コ ン 卜 
ローラ 


12.3.1 


〇 


〇 


11.3.2 


メモリ 内容の 保存 及び 
保 ^ 


12.3.2 


〇 


〇 


欠 




12.3.3 


プログラミング ^ 器 


〇 


11.3.3 


ソフ トウ ヱァの 検証 


12.3.4 


〇 


〇 


11.3.4 


安全 関連 機能 における 
使用 


12.3.5 


〇 


〇 


12 


制御装置の 配置， 取 付け 
及び ェン クロージャ 


13 


〇 


〇 
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12.1 


一般 要求 事項 


13.1 


□ 


〇 


12.2 


配置 及び 取 付け 


13.2 


〇 


〇 


12.2.1 


接近 性 及び 保守性 


13.2.1 


〇 


□ 取 付け 高さ を 規定 




隔離 又は グルーピング 


13.2.2 


□ 隔離 


△ 追加 


12.2.3 


熱の 影響 


13.2.3 


〇 


〇 


12.3 


保^ 等級 


13.3 


A 


A 置換え 


12.4 


ェン クロージャ， 扉 及び 
開 1 1 部 


13.4 


□ 


〇 


12.5 


制^装置への 接近 性 


X 






13 


電 及び ケーブル 


14 


O 


〇 


13.1 


一; ゥ 要求 事： [雷 


14.1 


□ 


〇 




雷 鋭 


14.2 


O 


〇 


13.3 


絶^ 


14.3 


〇 


O 




11-- 党ィま 0EI m. の 雷 流 $^ 儀- 

rfi IX. Tu リ、 J" ゾノ I^SJ ノ 1 し" ffl" J1L 


1/1 A 


n 


〇 


13.5 


電線 及び ケーブルの 電 

ff | (条 ド 
乂— しに 7 V 1 


14.5 


〇 電圧 降下 （題名 だけ 相 

違） 

^^ノ 


〇 


13.6 


最小 断〗 精- 

■H>C J r-V 1 にけ- 1 IJ-H 


14.6 


o 


〇 


13.7 


可とう ケーブル 


欠 






13.7.1 


- 一般 事項 








13.7.2 


機械的 定格 








13.7.3 


ドラ ムに卷 さ 付けた ケ 

圍 / » L_li W | J り ' 、 / 

一 ブルの 電流 容鼋 








13.8 


隼電 ワイヤ 集電 バー 及 
びス リ ッ プリ ング 機構 








13.8.1 


直接接触 に対する 保護 








13.8.2 


保護 導体 回路 








13.8.3 


保證 導体 集 電子 








t"l Q 4 
1 J.O.*4 


1 新 ！？么 お 1 能 ね 《、つ 日 1 M 1 
1 お 1 itftl^rJb i \> —ノウ 1 Mt し 

ォ银霄 子 

^V r^tC l^gj J 








11 Q C 




















13.8.7 


導体 システムの 分割 








1 O Q 
1 J. 0.0 


it 雷 ワイヤ 垡雷 ノヾー 、ン 

^= 喷 ノ, 1 \ ， 电 , 、 z 
スチム ー及ぴ、 ス リ ッ フ 。リ 

ノ " ,入 KJ ノヽ J メメ J 

ン グ 機構 の 構造 > 椐 付 

ザ z l/^'IT ナ v ノ If ナ AiiL J/l \ 1 J 

け 








14 


配線 


15 


o 


〇 


14.1 


接続 及び 経路 


15.1 





〇 


14.1.1 


一般 要求 事項 


15.1.1 


o 


〇 


14.1.2 


電線 及び ケーブルの 配 
線 


15.1.2 


〇 


〇 


14.1.3 


異なる 回路の 電線 


15.1.3 


□ 


〇 


14.2 


導体の 識別 


15.2 


〇 


〇 


14.2.1 


一般 要求 事項 


15.2.1 


o 


〇 


14.2.2 


保^^ 体の 識別 


15.2.2 


〇 


〇 


14.2.3 


中性 糾の 識別 


15.2.2 


□ 


〇 


14.2.4 


他の も 線の 識別 


15.2.4 


〇 


□ 追加 
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14.3 


ェン クロージャ 内の 配 

線 


15.3 


〇 


〇 


14.4 


ェンク ロージャ 外の 配 
線 


15.4 


〇 


〇 


14.4.1 


一般 要求 事項 


15.4.1 


〇 


〇 


14.4.2 


外部 ダク ト 


15.4.2 


〇 


〇 


14.4.3 


^械 可動 部への 接続 




X 


〇 


14.4.4 


機械 上の 機器の 相互 接 

m 


〇 


〇 


14.4.5 


プラグ/ ソケッ ト 接続 


15.4.5 


□ 


〇 


14.4.6 


輸送の ための 取 外し 


15.4.6 


□ 


〇 


14.4.7 


予備 電線 


15.4.7 


〇 


〇 


14.5 


ダク ト， 接続 箱 及び その 
他の 箱 


15.5 


A ダク ト， 結 線 及び 接続 
箱 （題名 相違) 


〇 


14.5.1 


一般 要求 事項 


15.5.1 


□ 


〇 


14.5.2 


ダク 卜の 内部 占 積率 


15.5.2 


〇 


〇 


14.5.3 


金属製 非 可と う コンジ 
ッ ト 及び 取 付 器具 


15.5.3 


o 


〇 


14.5.4 


金 R 製 可と ぅコ ンジッ 
ト 及び 取 付 器具 


15.5.4 


o 


〇 


14.5.5 


非金属 製 可と う コンジ 
ッ ト 及び 取 付 器具 


15.5.5 


〇 


〇 


14.5.6 


ケーブル ト ランキング 
システム 


15.5.6 


〇 


〇 


14.5.7 


機械 コ ン パー トメ ント 
及び ケーブル トラ ンキ 
ング システム 


15.5.7 


〇 


〇 


14.5.8 


接続 箱 及び その他の 箱 


15.5.8 


△ 端子， 接続 箱 及び その 
他の 箱 （題名， 内容 相違） 


A 変更 


14.5.9 


電動機 用 接続 箱 


15.5.9 


〇 


〇 


15 


電動機 及び 関連 装置 


16 


〇 


〇 


15.1 


一 般 要求 事項 


16.1 


〇 


□ 追加 


15.2 


電動機 ェン クロージャ 


16.2 


〇 


A 追加 


15.3 


電動機の 寸法 


16.3 


〇 


A 追加 


15.4 


電動機の 取 付け 及び コ 
ン パート メント 


16.4 


〇 


〇. 


欠 


16.5 


電動機の 銘板 


〇 


15.5 


電動機の 選定 基準 


16.6 


〇 


〇 


15.6 


機械的 制動 装置 用 保^ 
機器 


欠 






16 


附属 品 及び 照明 


17 


〇 


〇 


16.1 


附属 品 


17.1 


□ 


〇 


16.2 


機械 及び 装置の 局部 照 
明 


17.2 


〇 


〇 


16.2.1 


一般 事項 


17.2.1 


〇 


□ 追加 


16.2.2 


電源 


17.2.2 


〇 


□ 追加 


16.2.3 


保護 


17.2.3 


〇 


〇 


16.2.4 


照明器具 


17.2.4 


〇 


〇 
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JIS B 9960-1:1999 1 IEC60204-1 1992 

(IEC 60204-1:1997) |(IEC 60204-1:1997 と の -致度 を 示す） 


國 1 9960-31 (IEC 60204-31) 

(1EC 60204-1:1992 との 一致 度 を 示す） 


17 


マーキング， 警告 標識 及 
び 略号 


18 


□ 警告 標識 及び アイテム 
表示 


〇 


17.1 


-般 事項 


18.1 


□ 銘板， マーキング 及び 
識別 板 （題名 相違， 内容 類 
似） 


〇 


17.2 


警告 «m (充電 マーク） 


18.2 


A 


〇 


17.3 


機能 表示 


18.3 


〇 


〇 


17.4 


制御装置の マーキング 


18.4 


□ 


〇 


17.5 


略号 


18.5 


□ 品目 表示 （題名 相違， 
内容 類似） 


〇 


18 


技術 文書 


19 


〇 


〇 


18.1 


- - 般 事項 


19.1 


□ 


〇 


18.2 


提供 情報 


19.2 


〇 


〇 


18.3 


全文 書に 対する 要求' p 
項 


19.3 


□ 


〇 


18.4 


基本 情報 


19.4 


〇 


〇 


18.5 


据 付図 


19.5 


O , 


〇 


18.6 


ブロッ ク （システム） 図 
及び 機能 図 


19.6 


〇 


〇 


18.7 


回路図 


19.7 


〇 - 


〇 


18.8 


運転 マニュアル 


19.8 


〇 


□ 追加 


18.9 


保守 マニュアル 


19.9 


〇 


〇 


18.10 


部品 表 


19.10 


□ 


〇 


19 


試験 及び 検証 


20 


A 試験 (題名 相違；） 


〇 


19.1 


一般 事項 


20.1 


□ 


□ 追加 


19.2 


保護 ボンディ ング 回路 
の 導通 性 


20.2 


□ 


〇 


19.3 


絶縁抵抗 試験 


20.3 


□ 


A 追加 


19.4 


耐 電圧 試験 


20.4 


〇 


□ 追加 


19.5 


残留 電圧 保護 


20.5 


〇 


〇 


欠 


20.6 


電磁 適合 性 試験 


x 置換え 


19.6 


機能 試験 


20.7 


o 


〇 


19.7 


再試験 


20.8 


□ 


〇 


附属 書 A 


この 規格で 対象と する 
機械の 例 


附属 聿 A 
rlJ /m 曰 r\ 


A 


〇 


附属 書 B 


k 械の 電気装置の ため 
の 調査 書 


附属 書 B 


□ 


〇 


附属 書 C 


機械の 電気装置の 電線 
及び ケーブルの 電流 容 
量 及び 過 電流 保護 


附属 書 C 


〇 


〇 


附属 書 D 


非常 操作 機能の 説明 


附属 書 D 


x 導体 断面 積の 比較 （題 
名 相違， 内容 相違） 


〇 


附属 書 E 


参考文献 （J1S では 欠） 


欠 






欠 




欠 




附属 書 AA ： 

電磁 両立 性 に対する 要求 事項 


欠 




欠 




附属 書 BB ： 

参考文献 
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JIS B 9960-31 :2oo4 
(IEC 60204-31 ： 2001) 

機械 類の 安全性 - 機械の 電気装置 一 

第 31 部： 縫製 機械， 縫製 ユニット 及び 
縫製 システムの 安全性と EMC に対する 要求 事項 



1. 制定の 主旨 IEC， ISO カ淛定 した 国際規格 は， WTO/TBT 協定に 基づき， 我が国に おいても 早期に 
JIS と して 整備す る こ とが 求められ ている。 IEC 60204-31 は， IEC カ淛定 した 機械 類の 安全性に 関する 基 
本 規格 （B 規格） の 一つで あり， 工業用 ミシンに 使われる 電気装置の 安全性と EMC に対する 一般 要求 事 
項 を 規定して いる。 工業用 ミシン は 我が国の 主要な 輸出品 目で あり， 輸出品 に対して はこ の 国際規格が 適 
用され る ケースが ますます 増大す る。 また， 国内 用の 縫製 機械に あっても 早急に 国際規格に 適合す る こと 
が 望ましい。 このような 状況に かんがみ， IEC 規格の 技術的 内容と 様式 を 変更す る ことなく， この 規格 を 
日本工業規格と して 制定した。 

2. 制定の 経緯 

2.1 原 国際規格 1EC 60204-31 第 3 版の 経緯 こ の 規格の 原 国際規格 は， IEC 60204-31 ： 2001 第 3 版で あ 
る。 IEC 60204-31, Safety or machinery — Electrical equipment of machines — Part 3 1 :Particular safety and EMC 
requirements for sewing machines, units and systems の 第 3 版 は， 2001 年に IEC (international Electrotechnical 
Commission: 国^ 電気 標準 会議） から 発行され た。 この 第 3 版 は， 1998 年に 制定され た EN 規格 EN 60204-31 
に 整合して いる。 IEC60 2 4 _ 3 1 第 3 版 は， 第 2 版 （1996 年） と 同様に， IEC 60 2 04-1 の 第 3 版 （1992 年） 
を 親 規格と してお り， 親 規格 を 縫製 機械 類の 電気装置に 適用す る 場合に 変更， 追加す るべき 条項 を 規定し 
ている。 

IEC 60204-31 の 第 3 版と 第 2 版と の 主な 差異 は EMC 要求 事項の 取扱いで あ る。 第 2 版で は 20.6 節 に EMC 
要求 事項の 記載が あるが， 第 3 版で は EMC 要求 事項が すべて 附属 書 AA に 集約され， 規定 内容 も 変更 さ 
れた。 

なお， 第 3 版で は 第 2 節に 次の 引用 規格が 追加， 削除され た。 
追加 規格 

TEC 61000-4-2:1995 電磁 両立 性 第 4 部 第 2 節 
IEC 61000-4-3:1995 電磁 両立 性 第 4 部 第 3 節 
IEC 61000-4-4:1995 電磁 両立 性 第 4 部 第 4 節 
IEC 61058-1:1990 器具 用スィ ッ チ 第 1 部 
CISPR 11 1991 

ISO 4915:1991 ス テツ チ 形式の 分類 と 表示 記号 
ISO 4916:1991 シーム の 分類と 表示 記号 
ENV 50204:1995 
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削除 規格 

IEC 1000-3-2:1995 電磁 両立 性 第 3 部 第 2 節 
IEC 1000-3-3:1995 電磁 両立 性 第 3 部 第 3 節 

2.2 IEC 60204-1 の 経緯 IEC 60204-1 は， 第 1 版から 第 3 版まで， 規格 名称が "産業機械の 電気装置 第 
1 部 一般 要求 事項" であり， 安全 規格ではなかった。 1997 年 10 月に 制定され た 第 4 版から 安全 規格に 位 
置 付けられた。 移動 機械 及び 複雑な 機械 設備が 適用 範囲に 追加され， 規格 名称が "機械 類の 安全性 一 機械 
の 電気装置一 第 1 部 一般 要求 事項" に 変更され た。 

2.3 IEC 60204-1 関連 JIS の 制定 経緯 IEC 60204-1 第 2 版に 基づいて JIS B 8438 (産業 用 ロボット ー電 

気 装置） が 1991 年 8 月に 制定され た。 IEC 60204-1 第 3 版に 基づいて， JIS B 6015 (工作機械 一 電気装置 
通則） が 19% 年 3 月に 制定され た。 これらの JIS は IEC 規格の 内容 を 一部 変更して おり， 特定の 機械に 
適用す る 内容に なって いる。 これら は， 安全 規格で はない。 

安全 規格に 生まれ変わった IEC 60204-1 第 4 版に 基づいて JIS B 9960-1 (機械 類の 安全性 一 機械の 電気 
装置 一 第 1 部: 一般 要求 事項） が 1999 年 7 月に 制定され た。 

続いて， IEC 60204-11 に 対応す る "JIS B 9960-11 (機械 類の 安全性 一 機械の 電気装置 一 第 11 部: 交流 
1 000 V 又は 直流 1 500 V を 超え 36 kV 以下の 高電圧 装置に 対する 要求 事項)" と， "IEC 60204-32 に 対応す 
る JIS B9960-32 (機械 類の 安全性 一 機械の f'll 気 装置 一 第 32 部: 巻 上 機械に 対する 要求 事項)" カ^ この 規格 
と 並行して 制定され る ことにな つてい る。 

2.4 JIS B 9960-31 の 制定 経緯 こ の 規格 (JIS B 9960-31) は， IEC 60204-1 第 3 版に 基づ くもので ある が, 

IEC 60204-1 第 3 版に 整合す る JIS は 存在し ない （JIS B 6015 は 工業 ミシンに は 適用 できない）。 そこで こ 
の 規格 は， 1EC 60204-1 第 3 版 を 親 規格と し， これ を 工業 ミシンに 適用す る 場合の 変更 事項 を 規定す る 内 

容 とした。 

したがって， この 規格 を 厳密に 理解す るに は IEC 60204-1 第 3 版 を 参照し なければ ならない （第 3 版の 
英和 対訳 版 は 財団法人 日 本 規格 協会 か ら 発行され ている）。 しかしながら， IEC 60204-1 の 第 3 版と 第 4 版 
(すなわち JIS B 9960-1) は 共通 部分が 多い ので， こ の 規格の 附属 書 1 に 示す 関連 規格 対照 表に よって IEC 
60204-1 第 3 版と JIS B 9960-1 の 共通 部分 を 理解 すれば， JIS B 9960-1 を 参照す る ことによって もこ の 規格 
の 大要 を 把握す る ことができる。 
将来 この 規格 を 第 2 版に 改定 するとき は， JISB9960-1 を 親 規格に する 内容に する 予定で ある。 

3. 審議 中に 問題と なった 事項 

3.1 EMC に関する 規定 原 国際規格の EMC に関する 要求 事項が 問題と なった。 IEC 60204-31 第 3 版に 

おいて は， 我が国の 実情に 照らす と 必要 以上に 厳しい EMC 仕様が 設定され ている。 すなわち， 電磁 放射 
の 限度 値に 住宅地 環境に 対する 規格 値が 設定され， ィ ミ ュニ ティ に対して は 工場 環境に 対する 限度 値が 設 
定 されて いる。 この 規格 は 工業用 ミシンに 対する 規格で あるから， 電磁 放射の 限度 値に は 工業 環境に おけ 
る 限度 値 を 適用 するべき であると いう 意見が JIS 原案 作成 委員 の な かで 大勢 を 占めた。 

JTS 原案 作成 委員会 は 1EC/TC44 国内 委員会 を 通じて， IEC に対して 原 規格の CDV 投票 段階， FDIS 投 
票 段階に おいて 1EC 60204-31 原案に 反対し， EMC 規格 （附属 書 AA の 表 AA.1) の 緩和 を 求めた。 すな わ 
ち， 電磁 放射の 限度 値 規格 を 住宅地 環境 用と 工業 地 環境 用の 2 本立てと し， 使用 環境に 応じてい ずれ か を 
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選択で きる ように 規定の 変更 を 求めた。 しかしな 力 $ ら， 投票の 結果 は 反対 少数と なり， 我が国の 主張 は 反 
映されなかった。 

JIS 原案の 作成に 当たり， JIS において EMC 規格 を 住宅地 用， 工業 地 用の 2 本立てに する かどう かが 問 
題と なつ す こが, 結論 として JIS は IEC 規格に 一致 させ る ことにな つた。 ただし， 参考 規格 値 として 表 AA.1A 
を 用意した。 表 AA.1A では， 電磁 放射の 限度 値が 緩和され ており， また， 我が国に おける EMC 試験 サイ 

トの 実情 を 考慮し， 電磁 放射の 評価に 3 m 法， 10 m 法に よる 測定 を 用いても よい ことと した。 表 AA.1A 
を 適用す る 場合 は 工業 地 環境での 使用 を 前提と した 製品で ある こ と を， 取扱説明書に 明記す る 必要が ある 

との 要求 事項 を 添えた。 表 AA.1A は， 工業用 ミシンの 製造業 者が その 時の 実情に 応じて 適用す るか どうか 
を 判断すべき ものである。 

3.2 sewin2 machine の |R 言 吾に っレ、 て IEC 60204 - 31 では56\¥11^11^(；11111。， sewing unit, sewing svstem と 
いう 用語が 使われて いる。 sewing machine は 一般に は ミシンと 訳される 力 ? ， この 規格で sewing machine は 
一般に ミシンと いわれる もので はない。 こ の 規格で は， sewing unit が 一般に ミシンと 呼ばれる もの を 意味 
している。 sewing machine は， sewing unit の 一部で あり ミシン 頭部の ことで ある。 し 力、 しな 力まら， この 規 
格の 3.101 の 備考で は， sewing machine は 以前 sewing machine head と 呼ばれて いた もの だと 説明 している。 
すなわち， 原 国際規格 では ミシン 頭部と いう 用語 を 避けて いるので ある。 

sewing machine の 訳語と して， 縫製 機械 頭部， 縫製へ ッ ド などの 案が あり， 委員の 間で 議論と なった 力；， 
結論と して 次の 訳語 を 採用した。 この JIS でい う 縫製 機械 は， ミシン 頭部の ことで ある。 

sewing machine ： Si 製 機械 

sewing unit ： 縫製 ュニッ ト 

sewing system ： |^#シ ス アム 

4. 原案 作成 委員会の 構成 原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



JIS B 9960-31 原案 作成 委員会 構成 表 



(委員長) 
(委員） 





氏名 




所属 


関 


□ 




隆 


横 浜 国立大学 


井 


上 


洋 




ビューロー ベリ タス 


竹 


内 


時 


男 


社団法人 日本 印刷 産業機械 工業 会 


大 


槻 


文 


芳 


社団法人 日本 工作機械 工業 会 


小 


森 


雅 


弘 


社団法人 日本 端 圧 工業 会 


赤 


嶺 


淳 




社団法人 日本 電機 工業 会 


川 


島 


英 


治 


社団法人 日本 電気 制御機 器 工業 会 


佐々 木 


孝 


雄 


社団法人 日 本 縫製 機械工業 会 


佐 


藤 


公 


治 


社団法人 日本 ロボ ッ ト 工業 会 


西 


條 


広 




オーク マ 株式会社 


渡 


辺 


昭 




オムロン 株式会社 


十 


川 


修 




川 崎 重工業 株式会社 


上湯瀨 




広 


株式会社 キ ト 一 
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(オブザーバー) 

(事務局） 

(主査） 
(委員） 

(事務局） 
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コマ ッ産機 株式会社 
日本 信号 株式会社 
布目 電機 株式会社 
株式会社 ダイ フク 
株式会社 明電舎 
株式会社 安川 電機 
富 ± 電機 株式会社 
三菱 電機 株式会社 
大和 電業 株式会社 
株式会社 山武 

経済 産業 省 産業 技術 環境 局 標準 課 

経済 産業 省 産業 技術 環境 局 標準 課 

厚生 労働省 労働 基準 局 

経済 産業 省 製造 産業 局 産業機械 課 

経済 産業 省 産業 技術 環境 局 基準 認証 ュニッ ト 

財団法人 日本規格協会 技術 部 
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